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本 年 度 の 徽 音 祭

は11月10日（土）・11

日（日）の2日間にわ

たって開催いたしまし

た。無事、盛会のまま

終えられましたこと、

徽音祭に関わられた

すべての皆様に対し

御礼申し上げます。

さて、本年度の徽音祭は例年に類を見ない来場者数を記録で

きたうえに、お茶大生が一丸となって徽音祭を作り上げているこ

とが感じられるものでした。パンフレットは2日目の昼頃には完

売し、強風や寒さ、雨といった悪天候にも関わらず、開門前から閉

場まで、2日間で約2万人、老若男女を問わず、絶えず多くの方に

お越しいただきました。

学外の多くの方にもご

好評頂いた徽音祭です

が、今年は学内の90団

体に参加していただき、

私ども徽音祭実行委員

と一緒に徽音祭を大い

に盛り上げていただきま

した。後日、集計いたし

ました来場者アンケート

を見ると、「面白かった

ステージ企画」として「お茶っ娘決定戦」という学内生が参加する

企画が大変好評価をいただきました。また実行委員だけでなく、

出店している学内生の来場者への対応もすばらしかったという意

見もあり、実行委員だけでなく、学内生が一丸となって徽音祭を

作り上げていると来場者の方々にも感じていただけたようです。

今回の徽音祭のテーマは「百茶繚乱」。おしとやかなお嬢様、

勉強一筋といった世間のお茶大生に対する評価がある一方で、世

間には知られていないお茶大生一人一人の華やかな個性がある、

という意見から発しました。それぞれの「お茶大生らしさ」を発揮

できる徽音祭、百花繚

乱に咲き乱れるお茶

大生を感じていただ

けるような徽音祭を

目指して邁進して参り

ましたが、OCHADAI 

GAZETTEを読まれて

いる皆様はどのよう

に感じられたでしょう

か。もちろんお茶大生の個性・魅力のすべてを徽音祭のたった2

日間でお伝えすることは不可能ですが、少しでもお伝えすること

ができたならうれしい限りです。また、学内生は徽音祭を通してそ

れぞれが楽しい思い出やかけがえのない友情を築かれたことと

思います。今年は各学科の1年生の出店がとても多かったのです

が、徽音祭やその準備等を通じてよりよい関係が結ばれたなら私

ども委員といたしましても幸いです。

当日はもとより準備の段階から、様々な方々にお世話になりま

した。最後に今一度、皆様のご理解・ご協力のおかげで無事、徽

音祭を例年以上の盛り上がりで終えられましたこと、篤く御礼申

し上げます。

（第63回徽音祭実行委会委員長　文教育学部3年　中山翠）
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第63回徽音祭「百茶繚乱」を開催しました

学生のアクティビティ
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2012年11月10日(土)、徽音祭初日に、タンブラー、防犯ブザー、

折りたたみ傘がお茶大グッズに新たに加わりました。タンブラーは

徽音祭限定商品とあって事前予約から大盛況、当日もインフォメー

ションプラザ前の販売所は多くのお客様で賑わいました。

今回の新お茶大グッズは、企画から販売まで、広報インターン

シップの学生が関わって作った初めての商品です。広報インターン

シップ生3ヶ月間の奮闘記をお送りします。

企画始動—
今夏インターンシップにて

8月27日(月)、今日から1週間の2012年度広報インターンシッ

プが始まりました。2期生である私達3名に課せられたテーマ

のひとつは「徽音祭で発売する新しいお茶大グッズの提案」で

した。その日から5日、調査と話し合いを重ねて企画したグッズ

はタンブラーと防犯ブザー。最終日には、提案した背景や販売

方法についてプレゼンテーションを行いました。

実現へと動き出したのは９月に行われた広報会議でのこと。

色展開や価格に関しては、デザイナーの伊藤透さんや生協の方

との話し合いに参加し、意見を加えていきました。結果、私たち

の提案したタンブラーと防犯ブザーに折りたたみ傘を加えた3

点が、秋の新グッズとして発売される事が決まったのです。しか

し、これはまだまだ序盤。次に私たちに課せられたテーマは「新

グッズPRをどのように展開し販売に結びつけるか」でした。

販売に向けて—
秋深まる日々 、新グッズPRのため奔走する

後期に入り、私達3名に広報インターンシップ1期生3名を加えた

インターン生6名と、大学側から広報チームの職員、坪田先生が加

わり、お茶大グッズPRチームを結成しました。

徽音祭当日まで１ヶ月を切った中、私たちが会議で提案した「学

内」「SNS」「徽音祭当日」のPR3本柱に基づき、ほぼ毎日意見交換

を重ねながらプロジェクトを進めました。

学内ではビラを配り、学生に直接PRしていきました。そして、最も

力を入れたのがSNSを利用した活動です。facebookでは、限定販

売のタンブラーの事前予約受付など、12日間に渡るお茶大グッズ

関連記事の更新で、徽音祭当日まで盛り上げていきました。タンブ

ラー予約分50個は早々に完売、お茶大facebookページへの「いい

ね！」の数もこれまでにない伸びを示しました。

秋晴れの徽音祭—
大盛況のインフォメーションプラザ前

ついに迎えた徽音祭当

日。インターン生が店頭に

立ち、呼び込みや接客を

行いました。「facebookで

素敵なグッズを見て、30年

ぶりに母校に来たんです」

「お茶大志望なのでお守り

代わりにグッズを買いにき

ました！」などの嬉しいお声

も頂き、寒さも吹き飛ぶ幸

せな時間になりました。タ

ンブラーは1日目のお昼過

ぎに見事完売、他の商品の

売れ行きも昨年以上で、徽

音祭でのグッズ販売は大

成功をおさめました。

今後の抱負—
3ヶ月間を振り返って

広報活動は「Love me」、社会の理解を促し関係を向上させる行

為だとインターンで学びました。そのためにも広報パーソンは対象を

深く知ることが不可欠です。私たちは今回の活動を通してより深く

お茶大を知り、さらに好きになりました。私たちは今後もお茶大PR

活動を繰り広げていきます。これからの活動にもご期待ください！

広報インターンシップ１期生

　御所名麻希子（文教育学部人文科学科2年）

　田代恵理子（文教育学部言語文化学科2年）

　センシイ（文教育学部人間社会科学科2年）

広報インターンシップ２期生

　小野なつみ（生活科学部人間・環境科学科3年）（総文責）

　菊池瑠梨子（文教育学部人文科学科2年）

　栗田始雪（生活科学部人間・環境科学科１年）
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徽音祭当日の売り場の様子

徽音祭前日には、facebook に私たちの手書きコメントを掲載しました

facebook に載せる写真のモデルもインターンシップ生です

新 お 茶 大 グ ッ ズ

PR奮闘記 in 徽音祭 


